
～

1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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事業番号 06 01 01 事業改善シート （２年度実施事業分） □当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

長野県環境保全協会等が行った県民意識調査（2019年（R元年）6月実施）によると、環境のためになるこ
と（環境に配慮した暮らし）を実行している県民の割合は、調査を開始した2009年（H21年）と比較して8.9
ポイント減少。また、30代以下の若年層では、「実行している」人の割合は５割に留まり、他の年代と比較
して低い傾向にある。

２年度
予算額

51,697 千円

職員数 4.00 人

kankyo@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 環境保全活動等推進事業費
部局 環境部 課・室 環境政策課

実施期間 H7 E-mail

目指す姿

県民・NPO、事業者等のあらゆる主体のパートナーシップによる環境保全活動や環境教育を推進し、県民の環境保全に対する意識を向上さ
せる。

（主な実施内容： 環境審議会等の運営、信州環境フェア・信州豊かな環境づくり県民会議への負担金、信州環境カレッジの運営など　）

1-4 生涯を通じて学べる環境の整備

4-5 地球環境への貢献

８つの重点目標

当初予算 26,171 81,832 44,981 51,697 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 30年度末

元年度末
（見込）

２年度前年度繰越 0 0

「環境のためになること（環境
に配慮した暮らし）」を実行して
いる人の割合

74.6 74.1 75.0

Aの
財源

　一般財源 24,550 55,405 14,366 14,313

　国庫支出金 0 0 0

予
算
額 補正予算 16,696 0

合計（A) 42,867 81,832

　県　債 0 0 0 0

　その他 18,317 26,427 30,615 37,384

0

 職員数（人） 8 8

 概算事業費（B（A）+C） 105,176 146,648 77,389
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区　分（単位：千円） 30年度 元年度 ２要求 ２予算案 指標及びその達成状況

44,981 51,697

 決　　算　　額（B） 40,360

概　算
人　件

費

予算要求からの主な変更点

・信州環境カレッジ事業のうち、カリキュラムコースの実施内容の見直しに伴い、物品等調達経費を減額

・R元.12.6に「長野県気候非常事態」を宣言したことに伴い、その宣言を広く県民に周知するとともに、県民一人ひとり
が気候変動を正しく理解して自ら行動・連携できるよう、適切な情報発信を行うために必要な経費を計上

84,105

成果指標
設定理由

県民の環境保全意識が把握できる指標であるため

指摘事項等への対応 　指 摘 事 項 ・ 意 見 　対　　応

 概算人件費 （Ｃ） 64,816 64,816 32,408 32,408

２年度

（人） （当初） （要求） （予算案）
No ２年度　実施内容（予定）

職員数 元年度
細事業名

環境保全活動等推進事業費

G20関係閣僚会合推進事業費

3,938

気候非常事態宣言を広く県民に周知するとともに、県民の行動変
容を促す情報発信を実施

1.00 0 0 8,894

「持続可能な社会づくりのための協働に関する長野宣言」を推進 1.00 0 3,938「長野宣言」推進事業

「2050ゼロカーボン」県民行動促進事業

38,865

G20関係閣僚会合を契機とした県環境・エネルギー施策及び長野
県の魅力の発信のため、関連行事の企画、実行及び広報

0.00 45,945 0 0

環境審議会の運営、県民参加による環境保全の取組を推進 2.00 35,887 41,043

合計 4.00 81,832 44,981 51,697

監査

決算特別委員会

県民協働による事業改善


